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中学校部活動の地域展開について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 国の改革の理念 

  （１） 将来にわたって中学生が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しみ 

取り組む機会を確保するために、中学校の部活動改革が必要である。 

 

（２） これまで学校単位で取り組んできた部活動に代わるスポーツ・文化 

芸術活動を地域全体で関係者が支えることが必要である。 

 

（３） すべての中学生がそれぞれの希望に応じて多種多様な活動に参加で 

きる環境を整備することが重要である。 

 
 
 
 
 
 
 



２ スポーツ基本法 第十七条の二 

 

地方公共団体は、中学校の生徒の数の減少及びこれに伴う中学校の部活動

の実施に係る状況を踏まえ、中学校の生徒が継続的に多様なスポーツに親し

むことができるよう、地域の実情に応じて、･･･ 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　略　～　　　　　　　　　　 

 

中学校の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会を確保するために必要

な施策を講ずるよう努めなければならない。 

 

 
 
 



３ 中学校の部活動の現状 

（１） 生徒数の減少により、学校単独（単体）での部活の維持継続が 

難しくなっている。 

① 団体競技の大会やコンクールに参加・出場ができない。 

② 教職員定数が削減され、顧問が不足している。（廃部、休部） 

（２） 生徒の学校外でのスポーツや文化芸術活動が多様化している。  

① 部活に積極的な加入になっているか懸念される。  

②  自分の学校に希望する部活が設置されていない場合がある。 

（３） 教職員の働き方改革が求められている。 

① 専門性のない部活や教員本人の意思に沿わない部活の顧問を勤め 

ざるを得ない場合がある。 

      ② 技術指導が困難な状況が高まっている。 



４ 国が示す方向性 

 （１） 改革実行期間（６年間） 

    ① 前期（令和８年度 ～令和 10 年度の 3 年間） 

    ② 後期（令和 11 年度～令和 13 年度の 3 年間）   

（２） 改革実行内容 

   ① 市町村が改革の責任主体となること 

② 前期の間に確実に休日の地域展開に着手すること 

③ 前期の検証など中間評価を経て、後期の 3 年間で地域の 

実情に沿った望ましいあり方を見出すこと 

 
 
 
 
 

 



５ 今後の生徒のスポーツ・文化芸術活動のあり方 

（１） 現在 

         部活動  ＋ 少年団・習い事・クラブチーム等  

（中学校）       （地域） 

 

      ↓↓↓  

（２） 今後 

        （仮称）認定地域クラブ  ＋  少年団・習い事・クラブチーム等 

                         （地域全体） 

 
 
 
 
 
 
 



６ （仮称）認定地域クラブにおける想定される新たなメリット 

  （１）生徒のニーズに応じた選択と多様な体験 

 （２）学校の垣根を超えた生徒同士のつながり 

 （３）技術や知識・技能、経験を備えた指導者による一貫した専門的指導 

 （４）学校段階にとらわれない継続的な活動 

 （５）地域住民の参画による地域の活性化 

 （６）教職員の働き方改革の推進  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７ （仮称）認定地域クラブへの加入ついての基本的な考え（案） 

  （１） 生徒の平日及び休日の時間の使い方に係る意向を最優先する。 

  （２） 個々の生徒の実態に応じて加入を勧める。 

（３） スポーツ・文化芸術団体で活動し有意義な時間を過ごしている 

生徒へは（仮称）認定地域クラブへの加入は勧めない。 

（４） 各種資格の取得や学力向上、受験対策、またボランティア活動に 

中して取り組みたい生徒についても、認定地域クラブへの加入は勧 

めない。 

（５） 他市町在住の生徒や国府私立学校所属の生徒で、（仮称）認定地域ク  

ラブへの加入希望者は受け入れる。 

  
 
 
 
 



 

８ 今後の検討・協議事項 

（１） 庁内部活動地域展開検討会議（第１回開催） 

（２）（仮称）部活動地域展開推進委員会等の設置とそのスケジュール 

   （３）各協会、各競技・文化芸術団体への説明 

      （３）地域関係機関・団体、保護者等への説明  

（４）（仮称）認定地域クラブの認定方法、設置エリア、設置数 

（５）活動場所、活動回数 

（６）活動経費 

   ① 受益者負担       ・どのクラブも一律か個別設定か 

   ② 指導者への謝金（報酬） ・教職員の兼業兼務 

   ③ 補助               ・国 1/3、府 1/3、市 1/3（案） 

                    ・要保護家庭の生徒への支援 



     

９ 教職員へのアンケート（抜粋、速報値） 

       ※調査期間 令和 8 年５月 13 日（水）～5 月 22 日（金） 

 （１）アンケート調査対象教職員数  １１９名（教諭、養護教諭、常勤講師） 

  （２）アンケート内容 

   ① 担当している部活動は一定の専門的な技術指導ができる部活ですか？ 

できる ･････５７％ 

できない･････４３％ 

② 土日祝日の部活動が地域展開になれば、地域クラブの指導をしますか？  

・したい････････････････････････９％     

・どちらかと言えばしたい････････１０％   ⇒肯定的：１９％ 

・したくない････････････････････４５％ 

・どちらかと言えばしたくない････１８％   ⇒否定的：６３％ 



   ③ 地域展開により、地域の指導者が部活動を担うことをどう思いますか？ 

     ア 平日 

   ・賛成する･･･････････････････････３４％ 

      ・どちらかと言えば賛成する･･･････２４％    ⇒肯定的：５８％ 

                                ※20 歳～40 歳代⇒６６％ 50 歳～60 歳代⇒２８％ 

・反対する･････････････････････････７％ 

   ・どちらかと言えば反対する･･･････１３％   ⇒否定的：２０％ 

              

 イ 土日祝日 

・賛成する･･･････････････････････４０% 

      ・どちらかと言えば賛成する･･･････２６％    ⇒肯定的：６６％ 

・反対する･････････････････････････５％ 

 ・どちらかと言えば反対する･････････８％   ⇒否定的：１３％ 



       

④ 部活動の指導において、苦労や悩み、負担を感じることは何ですか？  

  ア 校務多忙により部活動の指導時間が十分確保できない 

 ・当てはまる･････････････････････３１％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･････３５％  ⇒６６％ 

イ 部活動の指導により、相談を受けたり学習面の支援をしたり、生徒   

と向き合う時間が十分とれない 

 ・当てはまる･･････････････････････２５％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････３７％  ⇒６２％ 

ウ 校務と部活動の指導の両立が難しい 

 ・当てはまる･･････････････････････３７％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････３１％  ⇒６８％ 

 
 



エ 仕事と生活のバランスが崩れ、プライベートの時間が確保できない 

・当てはまる･･････････････････････４８％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････２４％  ⇒７２％ 

オ 心身の疲労、休息不足を感じる 

・当てはまる･･････････････････････４５％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････２２％  ⇒６７％ 

カ 部活動における自分の指導力不足を感じる 

 ・当てはまる･･････････････････････４３％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････１７％  ⇒６０％ 

キ 大会や試合、コンクール等の役員、審判、運営業務に負担を感じる 

 ・当てはまる･･････････････････････４６％ 

 ・どちらかと言えば当てはまる･･････１９％  ⇒６５％ 

 



１０  設置する委員会 

  ① 庁内部活動地域展開検討会議 

        副市長、教育長、生涯学習部長、教育部長、教育部次長、生涯スポーツ課長、文化芸術課長、教育総務課長、学校教育課

長、社会教育課長、担当指導主事、各課担当職員 

  ②（仮称）部活動地域展開推進委員会 

        〇副市長 

〇教育長 

 〇亀岡市スポーツ関係団体 

・亀岡市スポーツ協会会長専務理事事務局長・亀岡市スポーツ競技団体（２５連盟・協会）代表若干名 

・亀岡市スポーツ振興会（２１振興会）代表若干名・亀岡市スポーツ少年団（２３少年団）代表 

〇文化芸術関係団体代表 〇中学校長代表・小学校長代表・口丹波高等学校代表 

〇市 PTA 連絡協議会役員代表（中学校）〇先端科学大学代表・国際医療大学代表 

           



  

11 その他  

今後の中学校生徒数の推移（予測）※国府私立も含む 

     現在：2311 名→６年後 ：2066 名  ※245 名減   

             →10 年後：1727 名  ※584 名減    

 
   
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 


